
 

南
千
住
駅
西
口
駅
前
に
あ
る
コ
ツ
通
り
商
店
街
は
三
年
前
に

は
百
二
十
八
店
が
加
盟
し
て
い
ま
し
た
。
年
々
廃
業
す
る
店
が

増
え
て
加
盟
店
は
現
時
点
で
は
四
十
弱
と
な
り
ま
し
た
。
以
前

の
よ
う
な
人
で
あ
ふ
れ
る
商
店
街
に
な
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
戦
前
か
ら
残
っ
て
い
る
店
も
あ
り
ま
す
。
大
坪

屋
さ
ん
、
和
菓
子
の
伊
勢
屋
さ
ん
（
現
ス
ヴ
ニ
ー
ル
）
、
果
物

屋
（
現
ア
イ
ル
ト
ン
カ
フ
ェ
）
さ
ん
、
近
藤
青
果
店
さ
ん
、
渡

辺
文
具
店
さ
ん
、
大
島
屋
（
ち
ょ
う
ち
ん
）
さ
ん
、
米
屋
だ
っ

た
不
動
産
屋
の
小
寺
さ
ん
、
お
茶
の
鈴
木
園
さ
ん
、
野
田
屋
酒

店
さ
ん
、
矢
島
豆
腐
店
さ
ん
、
製
麺
屋
の
堀
井
さ
ん
、
パ
ン
屋

の
伊
藤
さ
ん
、
佐
藤
メ
ガ
ネ
店
さ
ん
、
花
の
万

力
さ
ん
、
薬
屋
の
金
龍
堂
さ
ん
、
床
屋
の
ミ
ナ

ト
さ
ん
な
ど
が
古
く
か
ら
残
っ
て
い
ま
す
。
ど

の
店
も
そ
の
店
独
自
の
商
品
や
技
術
を
持
っ
て

お
り
、
常
に
時
代
の
流
れ
を
読
ん
で
営
業
し
て

い
ま
す
。

か
つ
て
の
地
域
の
観
光
事
業
は
解
体
新
書
で

有
名
な
杉
田
玄
白
ゆ
か
り
の
回
向
院
、
処
刑
場

だ
っ
た
延
命
寺
、
明
治
二
十
八
年
に
で
き
た
貨
物
駅
、
そ
れ
に

伴
い
コ
ツ
通
り
の
交
通
を
悩
ま
せ
た
開
か
ず
の
フ
ミ
キ
リ
、
銀

座
ま
で
走
っ
て
い
た
都
電
の
車
庫
、
コ
ツ
通
り
の
天
王
様
寄
り

に
あ
っ
た
十
三
軒
の
女
郎
屋
、
明
治
三
十
八
年
に
で
き
た
映
画

館
の
大
橋
館
の
正
面
に
は
大
衆
演
芸
の
大
一
会
館
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
延
命
寺
の
広
場
（
現
在
の
三
倍
位
の
広
さ
）
で
は
毎

月
三
回
芝
居
を
含
め
て
夜
店
が
開
か
れ
、
大
変
な
賑
わ
い
で
し

た
。
道
路
の
巾
が
三
倍
に
広
が
り
、
交
通
量
が
増
え
て
何
も
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
八
月
二
十
四
日
（
土
）
、
二
十
五
日
（
日
）
に
盆
踊
り

大
会
を
実
施
し
ま
す
。
八
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
は
藤
川
先

生
の
指
導
に
よ
り
南
千
住
駅
前
ふ
れ
あ
い
館
で
盆
踊
り
の
練
習

を
行
い
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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り
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吉
田
喜
一
教
授
の

も
の
つ
く
り
工
学
便
り

都
立
産
技
高
専
名
誉
教
授

吉
田
喜
一

2019
年
度
の
都
立
高
校
一
般
入
試
は
２
月
22
日

（
金
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
日
制
の
受
検
者
数

は
４
１
６
９
０
人
、
倍
率
は
1.32

倍
で
、
前
年
度
よ

り
0.04
ポ
イ
ン
ト
ダ
ウ
ン
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

都

立

工

業

高

校

は
18

校

あ

り
ま
す

．
平

均

倍

率
は
0.93
倍
で
１
倍
に
達
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

う
ち
12
校
が
合
計
412
人
の
２
次
募
集
を
し
ま
し

た
。
昨
年
度
（
2018

年
度
）
は
８
校
が
262

人
の
２
次

募
集
と
の
こ
と
で
し
た
。

今
年
度
の
２
次
募
集
の
結
果
を
私
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
３
次
募
集
を
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

最
終
的
に
、
11

校
で
２
０
３
人
の
定
員
割
れ
と

の
こ
と
で
し
た
。
東
京
（
特
に
下
町
地
域
）
は
も

の
つ
く
り
で
栄
え
た
街
で
す
。

株
こ
ろ
が
し
や
為
替
差
益
で
お
金
を
儲
け
る

の
で
な
く
、
物
を
作
っ
て
、
喜
ん
で
使
っ
て
も
ら

う
、
そ
し
て
適
度
な
儲
け
を
得
て
生
活
す
る
こ

と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
が
ん
ば
れ
工
業
高
校
！
！

も
の
つ
く
り
の
町

東
京

そ
し
て
荒
川

！
を

再

生
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

今
年
度
都
立
高
校
入
試
状
況

こ
ん
に
ち
は
、
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
４
代
目
で
す
。
以
前
も
ご
紹
介
し
ま
し

た
が
、
私
は
Ｌ
Ｃ
Ｃ
で
全
国
を
あ
ち
こ
ち
訪
ね
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
特
に

記
載
の
な
い
場
合
は
す
べ
て
日
帰
り
の
行
程
で
す
。
１
月
…
高
知
へ
１
泊
２

日
。
初
日
は
高
知
城
と
歴
史
博
物
館
を
見
学
。
２
日
目
は
大
好
き
な
路
面
電

車
（
と
さ
で
ん
）
に
乗
っ
た
り
、
写
真
に
撮
っ
た
り
し
て
心
ゆ
く
ま
で
楽
し

む
。
単
線
の
区
間
で
、
電
車
の
行
き
違
い
の
際
に
双
方
の
運
転
士
さ
ん
が
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
受
け
渡
し
を
行
う
珍
し
い
風
景
が
心
を
く
す
ぐ
る
。
５
月
…
北

海
道
（
新
千
歳
）
へ
。
あ
い
に
く
の
荒
天
で
あ
っ
た
が
、
北
海
道
ご
出
身
の

当
コ
ラ
ム
読
者
様
か
ら
事
前
に
ヒ
ン
ト
を
頂
き
、
北
海
道
博
物
館(

札
幌
市

厚
別
区)

を
訪
ね
、
ア
イ
ヌ
民
族
や
北
海
道
の
歴
史
を
知
る
。
新
札
幌
駅
前

の
ス
ー
パ
ー
で
ご
当
地
の
お
や
つ
（
月
寒
あ
ん
ぱ
ん
、
き
び
だ
ん
ボ
な
ど
）

を
買
う
。
そ
の
後
、
岩
見
沢
駅
経
由
で
室
蘭
本
線
の
ロ
ー
カ
ル
列
車
の
旅
を

楽
し
み
な
が
ら
、
新
千
歳
空
港
へ
戻
る
。
６
月
…
香
川
（
高
松
）
へ
。
讃
岐

富
士
を
眺
め
つ
つ
レ
ン
タ
カ
ー
で
快
調
な
ド
ラ
イ
ブ
。
釜
玉
う
ど
ん
で
人
気

の
「
山
越
う
ど
ん
」
に
て
昼
食
。
そ
の
後
丸
亀
城
へ
向
か
い
、
石
垣
の
「
美
」

と
天
守
か
ら
の
眺
め
を
堪
能
す
る
。
昨
年
の
西
日
本
豪
雨
で
石
垣
の
一
部
が

崩
落
し
て
お
り
、
懸
命
に
復
旧
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。

今
後
の
予
定
は
、
７
月
…
愛
媛
（
松
山
）
へ
。
８
月
…
山
形
（
庄
内
）
へ
。

先
日
の
地
震
が
気
掛
か
り
だ
が
、
観
光
で
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
願

う
。
往
路
は
Ｌ
Ｃ
Ｃ
で
は
な
く
羽
田
か
ら
Ａ
Ｎ
Ａ
で
。
復
路
は
こ
の
日
か
ら

運
航
開
始
の
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
庄
内
・
成
田
路
線
に
搭
乗
。
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★
休
業
日
の
ご
案
内
★

…
毎
週
火
曜
日
が
定
休
日
で
す
。

★
営
業
時
間
の
ご
案
内
★

平
日
（
月
～
金
）
…
AM
９
時
～
PM
６
時
30
分

土
休
日
…
AM
10
時
～
PM
５
時

メ
ガ
ネ
の

祐
一
郎
君
の

ア
ド
バ
イ
ス

消費生活

アドバイザー

佐藤祐一郎

コ
ツ
通
り
の
現
在
と
過
去

今
年
も
「
Ｌ
Ｃ
Ｃ
」
で
飛
び
回
っ
て
い
ま
す

６
月
・
７
月

セ
ー
ル
の
お
知
ら
せ
、
各
種
ご
案
内
な
ど
は
当
店
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

下
さ
い
。
検
索
は
「
南
千
住

メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
」
で
ど
う
ぞ
。
当
コ
ラ
ム
の

写
真
つ
き
原
稿
も
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で
ご
覧
頂
け
ま
す
。


